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体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
願
っ
て

高
岡
市
中
学
校
体
育
進
盟
　
会
長

　

れ離

　

いは

　

士容

　

十威

貴
体
育
協
会
諸
氏
に
は
、
中
学

・
高
校
生
時
代
に

燥
め
く
よ
う
な
運
動
部
活
動
を
経
験
さ
れ
、
今
な
お

心
の
中
の
宝
石
と
し
て
大
切
に
し
て
お
ら
れ
る
方
が

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
市
中
学
校
体
育
連
盟

（中
体
連
）
の
歴
史
を
調

べ
て
み
る
と
、
昭
和
二
十
二
年
新
制
中
学
校
創
設
と
同
じ

年
に
県
内
で
最
も
早
く
編
成
さ
れ
、
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ

た
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
先
蛮
諸
氏
に
よ

っ
て
本
市
独
自
の
大
会
や

強
化
事
業
等
が
企
画

・
実
行
さ
れ
、
現
在
も
受
け
継
が
れ
、
来
年
度
に
は
満
六

十
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
体
連
は

『中
学
校
生
徒
の
健
全
な
心
身

の
育
成
、
体
力

の
増
強
及
び
体

育

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図
り
、
も

っ
て
中
学
校
教
育
の
充
実
と
発
展
に

寄
与
す
る
』
と
い
う
使
命
を
推
進
す
る
た
め
、
中
学
校
教
育
の
中
で
運
動
部
活

動
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
大
会
の
開
催
や
選
手
の
育
成

・
強
化
を
図
る
練
習
会

や
部
活
動
に
関
す
る
研
究
活
動
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
全
国
中
学
校
体
育
大
会
、
国
民
体
育
大
会
、
都
道
府
県
対
抗
大
会
、

北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
な
ど
に
多
く
の
選
手
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
選
手

一
人

一
人
の
日
ご
ろ
の
地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね

と
、
指
導
に
当
た
ら
れ
た
先
生
方
の
献
身
的
な
ご
尽
力
が
あ

っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
四
年
に
は
本
市
に
お
い
て
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
る
二
十
年
度
に
再
度
開
催
の
年

を
迎
え
て
、
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
大
会
が
高
同
ス
ポ
ー
ソ
コ
ア
で
行
わ

れ
ま
す
。
中
体
連
で
は
大
会
に
備
え
て
市
実
行
委
員
会
の
設
立
や
役
員
養
成
の

講
習
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大
会
上
位
入
賞
を
目
ざ
し
た
強
化
練
習
会
を

計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
本
市
で
の
開
催
に
よ
り
指
導
者
が
大
会
運
営
要
員

と
な
る
た
め
選
手
の
強
化
に
専
念
で
き
な
い
と
い
う
実
情
が
あ
り
ま
す
が
本
市

チ
ー
ム
出
場
の
夢
が
叶
う
よ
う
精

一
杯
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
近
年
に
お
け
る
少
子
化
に
よ
る
運
動
部
活
動
生
徒
数
の
減
少
や
教
員

の
不
足
や
高
齢
化
、
巌
し
い
財
政
状
況
、
加
え
て
中
体
連
以
外
に
よ
る
大
会
数

の
増
加
と
い
う
実
情
を
踏
ま
え
て
、
市

・
地
区
大
会
の
見
直
し
に
着
手
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
年
度
、
還
暦
で
あ
る
満
六
十
年
を
迎
え
、
今
こ
そ
、
中
体
連
活
動
に
か
か

わ
る
全
て
の
も
の
が
、
先
輩
諸
氏
の
ご
努
力
を
引
き
継
ぎ
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
中
体
運
活
動
を
目
ざ
し
て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
貴
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
本
連
盟
に
対
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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体
育
功
労
者
表
彰
式
及
び
研
修
会

平
成
十
八
年
十
二
月
一

於
　
商
エ
ビ
ル
八
階

平
成
十
八
年
度
財
高
岡
市
体
育
協
会
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た

研
修
会
に
さ
き
だ
ち
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
体
育
功
労
者
衣
彰

（児

童

・
生
徒
全
国
大
会
上
位
入
賞
者
）
今
後
の
財
高
岡
市
体
育
協
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
等
が
審
議
さ
れ
た
。

表
彰
式
は
表
彰
状
と
記
念
の
唇
が
荒
井
会
長
か
ら
児
童
生
徒
に
手
渡

さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
芳
野
中
学
校
の
中
山
昌
君

（相
撲
協
会
）

よ
り
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
当
協
会
の
高
橋
専
務
理
事
か
ら

古
同

岡
市
体
育
協
会
の
概
要
と
今
後
の
見
通
し

の
テ
ー
マ
で

ム
時
間
ほ
ど
の

発
表
が
あ

っ
た
．≡

内
容
は
最
初
に
当
体
育
協
会
発
足
か
ら
本
年
ま
で
の
、
約
６０
年
間
の

歩
み
の
後
、
近
年
、
当
体
育
協
会
が
抱
え
る
諸
問
題
を
６
つ
の
視
点
か

ら
分
析
し
、
こ
れ
か
ら
体
育
協
会
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
課
題
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
説
明
さ
れ
た
。

な
か
で
も
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
育
成
強
化
事
業
に
お
い
て
少
手
化
に
対
応

で
き
る
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
の
発
掘
、
そ
れ
に
伴
う

各
競
技
団
体
の
運
営

・

指
導

・
指
導
者

の
研
修

の
確
立

及
び
充
実
」
を
デ
ー
タ
ー
を
交

え
て
語
ら
れ
た
。
ま
た
検
討
課

題
の
ひ
と

つ
と
し
て
高
同
市

の

行
財
政
改
革

の
推
進
に
よ
る
今

後

の
当
体
育
協
会

の
在
り
方
そ

の
も

の
に
も
話
が
及
び
指
定
管

理
者
制
度

の
調
査
研
究
を
行

い

平
成
二
十

一
年
四
月
か
ら
の
指

定
管
理
者
を
目
指
し
た

い
と

の

強

い
意
志
を
述
べ
ら
れ
、
各
加

盟
競
技
団
体

の
ご
理
解
を

い
た

だ
き
、
ま
す
ま
す

の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
て
十
八
年

度
の
研
修
会
が
終
了
し
た
。

平
成
十
八
年
度

側

高

岡
市

体

育
協

会

体

育

功

労

者

（児
童

・
生
徒
）

〈
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
〉

大
牧
　
功
明
　
　
木
津
小
学
校

大
牧
　
↓十
龍
　
　
木
津
小
学
校

苅
部
　
優
希
　
　
野
村
小
学
校

官
原
　
　
優
　
　
一こ
塚
小
学
校

紺
野
　
孝
大
　
　
横
田
小
学
校

一補
浪
　
　
一宏
　
　
て
】く
＞
〓
＞
刃
＞
命
く
て

越
田
　
強
太
　
　
一Ｐ
出
西
部
小
学
校

北
　
　
尚
恵
　
　
西
条
小
学
校

加
藤
　
優
弥
　
　
一日
出
西
部
小
学
校

宮
原
　
　
将
　
　
一こ
塚
小
学
校

査
坂
　
絵
莉
　
　
南
星
中
学
校

〈
陸
上
競
技
〉

中
村
　
光
里
　
　
一Ｐ
出
束
部
小
学
校

〈
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
〉

山
口
　
敗
史
　
　
志
貴
野
中
学
校

高
岡
市
城
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

向
井
　
愛
美
　
　
大
回
小
学
校

二
ｉ
　
由
梨
　
　
成
美
小
学
校

内
尾
　
知
英
　
　
万
芸
小
学
校

熊
一昧
　
光
夫
　
　
堀
川
中
学
校

山
道
　
上ｉ
大
　
　
堀
川
中
学
校

〈
水
泳
競
技
〉

関
　
弔
喜
奈
　
　
伏
木
中
学
校

田
中
　
ゆ
い
　
　
一昌
山
商
船
高
専

〈
相
撲
競
技
〉

中
山
　
　
日日
　
　
芳
野
中
学
校

〈
柔
道
競
技
〉

長
内
　
呑
月
　
　
十ド
関
小
学
技

佐
野
　
”只
代
手
　
芳
野
中
学
校

海
老
　
未
博
　
　
小
杉
高
校

又
場
　
表
明
　
　
小
杉
高
校

〈
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
競
技
〉

沼
日
　
実
生
　
　
一尚
阿
商
業
高
校

稲
積
　
住
林
　
　
一尚
岡
商
業
高
校

〈
八
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
〉

高
同
向
陵
高
等
学
校

女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
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°

く
交
流
を
深

報
告
や
、
様

と

一
堂

に
会

ど
お
願

い
中

敵
や
士
気
の

場

に

活
性
化

に
繁

る

ン
」

の
よ

ま
し
た
が
、

の
指
道
十者
、
保

者

ご
理
解
ご
協

が

、
心
か
ら
感

申

ち

の
健
全
育

か
ら
は

ス
ポ

象
と
し
た
高

市

故
命
講
習
も

せ

加
し
心
肺
蘇

,去

外
式
除
細
動

を
学
び
ま
し

ま
―
）

な
活
イく
の

ツ 上 に

2

高
岡
市
ス
ポ
ー
リ
少
年
団
大
会
あ
開
催

平
成
瑚
年
度
当
初
よ
り
、
高
岡
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
回
本
部
が
如
高
同
市
民
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
同
よ
り
財
高
岡
市
体
育
協
会

に
移
管
と
な
―，
ま
し
た
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
同
本
部
は
、
財
日
本
体
育
協
会
の
内

部
組
織
で
あ
り
、
県
も
同
様
と
な

っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
高
岡
市
も
本
来
の
か
た
ち

に
戻

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
―，
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
の
１２
月
３
日

⌒
日
）
に

平
成
１８
年
度
高
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
回
大

会
が
、
高
岡
市
竹
平
記
念
体
育
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

「
た
く

ま
し
い
か
ら
だ
と
豊
か
な
心
を
育
て
よ
う
圭

を
テ
ー
マ
に
、
登
録
回
員
並
び
に
指
導
者

が

一
生
に
会
し
て
交
流
を
行
う
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
回
の
最
大
の
行
事
で
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
と
は
会
場
も
違

い
、
ま
た
現
高
同

市
福
岡
町
ス
ボ
ー
ツ
少
年
間
の
参
加
も
あ

り
、
体
協
に
と

っ
て
な
に
も
か
も
が
初
め

て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
高
岡
市
教
育
委

員
会
村
井
和
教
育
長
、
高
同
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
橋
場
憲
大
会
長
な
ど
多
数
の

来
賓
の
方
々
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
．）

始
め
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
全
国

本
午
手
道
連
盟
剛
柔
会
富
山
支
部
常
任
理

事

剛
信
鮎
館
長
の
鳥
久
雄
さ
ん
指
導
の
下
、

回
員
約
５０
名
の
演
舞
技
露
が
あ
り
ま
し
た
、

式
典
で
は
、
総
勢
価
回
１
、
３
６
９
名
の

入
場
行
進
、
多
田
慎

一
本
部
長
の
挨
拶
に

始
ま
―サ
、
今
年
度
開
催
さ
れ
た
各
大
会
の

優
勝
抜
技
露
や
、
１０
年
以
上
に
わ
た
―，
本

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
回
活
動
の
普
及

振
興

に
尽
力
を

い
た
だ

い
て
い
る
指
導
者
の
多

年
活
動
指
導
者
表
彰

（
２
名
）
、
登
録
３
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スポーツの指導方法を考える

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
が
競
技
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
指
導
者

の
指
導
力
に
よ

っ
て
競
技
力
が
決
定
さ
れ
る
こ
と

は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
競
技
力
を
高
め
る
た
め

に
は
技
術
や
体
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
指
導
方
法
は
指
導
者
に
よ

っ
て
様

々
で
あ
る
ｃ

一
般
的
に
は
、
指
導
者
の
目
指
す
技
術
や
体
力
を

獲
得
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
課
題
を
選
手
に
与

え
る
こ
と
で
行
な
わ
れ
て
い
る

練
習
や
ト
レ
ー

エ
ン
グ
を
行
な
う
際
の
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
指
導
者
と
選
手
と
の
信
頼
関
係
で

あ
ろ
う
。
与
え
ら
れ
た
課
題
を
指
導
者
の
意
図
を

感
じ
て
行
な
う
の
と
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
行
な

う

の
と
で
は
、
そ
の
効
果
に
大
き
な
違

い
が
あ
る

こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

実
際
の
指
導

の
現
場
で
指
導
者
と
選
手
の
間
に
信

頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
か
は
疑
わ
し
い
．）

例
え
ば
、
練
習
や
ト
レ
ー

エ
ン
グ
の
開
始
前
に

与
え
ら
れ
た
課
題
が
守
ら
れ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
、
多
く
の
場
合
は
選
手
が
課
題
を
遂
行

し
て
い
る
途
中
で
、
そ
の
課
題
が
突
然
変
更
さ
れ

る
こ
と
が
多

い
。
指
導
者
が
、
突
然
に
課
題
変
更

を
行
な
う
こ
と
の
意
図
は
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
場

合
は
、
罰
則
的
な
意
味
を
込
め
て
最
初
に
決
め
た

課
題
が
変
更

（時
間
の
延
長
や
回
数
の
さ
ら
な
る

追
加
。
）
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
仮

に
、
こ
の
よ
う
な
突
然
の
課
題
変
更
が
し
ば
し
ば

行
な
わ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
後
の
課
題
に
取
り

組
む
選
手

の
行
動
に
何
ら
か
の
変
化
が
起
こ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
指
導
者

の
期
待
す
る
技
術
や
体

力
が
高
ま
ら
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

私
の
行
な

っ
た
実
験
で
は
、
最
初
か
ら
全
力
で

の
力
発
揮
を
３
秒
、
３０
秒
、
１
分
、
５
分
と
時
間

を
変
え
て
行
な
わ
せ
る
と
、
そ
の
間
に
現
れ
る
ピ

ー
ク
筋
力
は
力
発
揮
時
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
低
く

な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
疲
労
し
て
も
か
ま
わ
な

い

か
ら

い
つ
で
も
最
初
か
ら
全
力
で
力
発
揮
を
す
る

よ
う
に
と
説
明
し
て
も
、
人
は
与
え
ら
れ
た
課
題

を
無
難
に
終
え
る
よ
う
に
力
発
揮
を
行
な
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
ピ
ー
ク
筋
力
を

高
め
る
た
め
に
は
、
ま
た
は
、
短
時
間
で
最
大

の

力
発
揮

（集
中
力
）
が
で
き
る
よ
う
な
効
果
を
期

待
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
時
間
設

定
行

い
、
何
の
不
安
も
な
く
課
題
が
実
行
で
き
る

信
頼
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
ろ
う
．

ま
た
、
別
の
実
験
で
は
、
２００

ｍ
と
４００

ｍ
の
全
力

走

の
実
験
を
行
な
う

の
で
い
ず
れ
も
全
力
で
走

っ

て
ほ
し

い
と
伝
え
て
、
先
ず
、
２００

ｍ
と
４００

ｍ
の
５０

ｍ
毎

の
ス
ピ

ー
ド
を
測
定
す
る
．一
次

の
日
に
も
う

再
度
測
定
す
る
こ
と
を
話
し
て
、
２００

ｍ
の
全
力
走

と

い
っ
て
お

い
て
嗣

ｍ
を
走

っ
た
と
こ
ろ
で
、
後

卸

ｍ
を
走
れ
と
突
然
の
課
題
変
更
を
行
な
う
３
こ

の
よ
う
な
課
題
変
更
を
行
な
う
と
、
そ
の
後

の
２００

ｍ
の
課
題
で
は
４００

ｍ
の
金
力
走
で
得
ら
れ
た
ス
ピ

ー
ド
で
走
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
度
、

信
頼
関
係
が
崩
れ
る
と
、
選
手
は
こ
れ
か
ら
も
突

然
の
課
題
変
更
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
予
測
し
て
、

課
題
変
更
が
あ

っ
て
も
無
難
に
こ
な
せ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
揮
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
、
全
力
で
遂
行
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
獲
得
で
き
る

能
力
を
改
善
す
る
に
は
、
指
導
者
と
選
手
の
間
の
信

頼
関
係
が
な
い
と
獲
得
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

一ヤ　一一一一一）　．　）女
子
で
は
、
男
子
と
異
な
り
、
突
然
の
課
題
変
更

を
経
験
し
な
く
て
も
、
１
回
目
の
２００

ｍ
の
全
力
走
で

は
、
鯛

ｍ
の
ス
ピ
ー
ド
で
実
施
す
る
。
そ
れ
で
、
何

も
な
い
と
わ
か
れ
ば
、
課
題
通
り
に
金
力
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
揮
を
行
な
う
。
し
か
し
、
突
然
の
課
題
変

更
を
経
験
す
る
と
男
子
と
同
じ
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

発
揮
を
行
な
う
３

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
指
導
者
の
与
え
る
課
題
が
、

何
の
予
告
も
無
く
突
然
に
変
更
さ
れ
る
と
、
選
手
は

そ
の
変
更
を
予
測
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
一不
し
て
い
よ
う
．
し
た
が

っ

て
、
そ
の
よ
う
な
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返

し
て
も
、
指
導
者
が
期
待
す
る
技
術
や
体
力
は
高
ま

ら
な
い
。
こ
の
あ
た
り
に
も
指
導
の
コ
ツ
が
潜
ん
で

い
る
よ
う
に
思
え
る
ｃ　
一
度
、
，目
分
の
指
導
が
こ
れ

に
当
て
は
ま
ら
な
い
か
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ

ちヽ′′。与
え
た
課
題
は
途
中
で
変
更
し
な

い
。
そ
の
課
題

の
中
で
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
ぅ
そ
う
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
指
導
者
と
選
手
の
間
に
信
頼
関

係
が
築
か
れ
、
指
導
者
の
狙
い
通
り
の
体
力
や
技
術

を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
競
技
力
が
高
ま
る
も

の
と
考
え
る
ｃ
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昭
和
四
十
年
四
月
八
日
、
高
同
市
教
育
委

員
会
が
提
唱
し
、

「市
民
歩
こ
う
会
」
が
創

設
さ
れ
た
。

市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
澄
ん
だ
青

空
の
も
と
緑
の
空
気
を
思
い
き
り
吸
い
な
が

ら
野
山
を
歩
こ
う
と
の
主
旨
で
発
足
し
た
も

の
で
あ
る
。

参
加
者
は
市
内
の
体
育
関
係
者
や
少
年
回
、

青
年
団
、
連
合
婦
人
会
、
公
民
館
の
関
係
者

約
二
十
人
余
り
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

発
足
と
同
時
に
体
育
協
会
に
も
加
盟
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
十
三
年
目
を
迎
え
た
本
年
、

設
立
当
初
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
余
暇
を
善
用

し
て
健
康
を
維
持

・
増
進
し
、
親
睦
を
は
か

り
健
康
で
明
朗
な
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
現
在
も
定
期
的
か
つ
、

計
画
的
な
活
動
が
続
け
ら
れ
会
員
総
数
も
六

十
名
の
大
世
帝
に
ま
で
成
長
し
た
。

〈
活
動
状
況
〉

平
成
十
八
年
度
か
ら
体
育
協
会
に
事
務
局

が
移
り
、
七
代
目
の
中
谷
進
会
長
以
下
十
二

人
の
幹
部
で

「高
岡
市
民
歩
こ
う
会
」
の
発

展
の
た
め
、
会
員
制
の
導
入
や
事
業
計
画
な

ど
を
作
成
。
平
成
十
九
年
度
は
十
六
コ
ー
ス

が
決
め
ら
れ
、
年

一
回
の
バ
ス
ハ
イ
ク
で
は

宇
奈
月
コ
ー
ス
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

最
後
に
本
年
度
の
コ
ー
ス
を
簡
単
に
ご
紹
介

し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
役
割
を
担

っ

て
い
る

「歩
こ
う
会
」
に
多
く
の
市
民
の
参

加
を
よ
び
か
け
る
も
の
で
す
。

四
　
月
　
万
葉
ラ
イ
ン

（気
多
神
社
）
　

一

富
山
　
〕石
瀬
　
　
　
　
　
　
　
　
一

金
沢
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
　
　
一

五
　
月
　
氷
見
　
布
尾
山
古
損
　
　
　
　
一

黒
部
　
杉
沢
　
　
　
　
　
　
　
一

一八
　
月
　
宇
奈
月

　

（バ
ス
ハ
イ
ク
）
　

一

射
水
　
太
間
山
　
　
　
　
　
　
！

七
　
月
　
砺
波
　
球
根
総
合
セ
ン
タ
ー

　

十

婦
中
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク

一

九
　
月
　
富
山
　
松
川
、
い
た
ち
川
　
　
一

氷
見
　
阿
尾
城
址
　
　
　
　
　
一

古
城
公
園

（フ
ォ
ト
ウ
オ
ー
ク
エ

十
　
月
　
小
矢
部
　
城
山
公
園
　
　
　
　
一

婦
中
　
丘
の
夢
牧
場
　
　
　
　
一

十

一
月
　
新
湊
　
越
の
海
、
新
港
の
森

　

一

万
葉
ラ
イ
ン

（
二
上
山
頂
上
）

一

4月29日 (日)
前田杯中学の部 バ レーボール・ソフトテエス

5月 :2日 (土)
平成19年度評議員会 ・体育功労者表彰式 (一般の部)

5月2 6日 (」L )
第 60回 富山県民体育大会総合開会式

6月2 3日 (」L )
第 2回高岡市民体育大会総合開会式

6月30日 (土) 7月 1ヨ (日)
第 2回高岡市民体育大会中心会期

7月2 8日 (」L )・2 9日 (日)
第 60回 富山県民体育大会中心会期

9月16日 (日)
前田杯一般の部 バ レーボール

1 2月1日 (三L )
研修会 ・体育功労者表彰式 (児童 ・生徒)

12月2日 (日)
スポーツ少年団大会

ポ
ー
ツ
ア
ン
グ
ル

本
年
は
、
８
月
２５
日

（土
）
～
９
月
２
国

（Ｂ
）

の
９
日
間
、
大
阪
市
長
居
陸
上
競
技
場
で
、

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
参
加
国

・
地
域

数
２
１
２
カ
国
、
参
加
役
員
、
選
手
３
２
０

０
名

の
予
定
で
、
第

１１
回
世
界
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
陸
上
競
技
界
は
、
こ
こ
数
年
来
、
多

種
目
に
わ
た
り
世
界
で
通
用
す
る
有
力
選
手

が
育

っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
中
で
も

メ
ダ
ル
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が

ハ
ン
マ
ー

投
げ
の
室
伏
広
治
、
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
走

の
為
末
大
、
２
０
０

ｍ
走
の
末
績
慎
吾
、
棒

高
跳
の
沢
野
大
地
、
走
り
幅
跳
の
池
田
久
美

子
選
手
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
期
待
を
集
め
る

日
と
し
て
男
女

の
マ
ラ
ソ
ン
、
４
０
０

ｍ

リ
レ
ー
、
１

，
６
０
０

ｍ
リ
レ
ー
な
ど
、
思
い

巡
ら
す
と
胸
が
わ
く
わ
く
し
て
気
持
ち
が
高

揚
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
出
身
選
手
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
が
、
競
歩
の
出
崎
勇
喜
、
谷
井
孝
行
の
両

選
手
で
す
。
両
選
手
と
も
す
で
に
、
Ａ
標
準
記

録
を
突
破
し
て
お
り
、
今
年
の
４
月
と
５
月
に

開
催
さ
れ
る
５０
ｋｍ
競
歩
、
２０
ｋｍ
競
歩
の
日
本
選

手
権
大
会
の
結
果
次
第
で
は
、
代
表
選
手
に
選

考
さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
二
人
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
多

い
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精

一

杯
、
応
援
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
ひ
と
り
で
あ

り
ま
す
。

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
で
、
は
ず

み
を
つ
け
来
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
多
大

な
る
飛
躍
を
遂
げ
た
い
日
本
陸
上
競
技
界
。
私

も
陸
上
競
技
に
関
心
を
持

つ
一
人
と
し
て
目
を

凝
ら
し
注
目
し
て
日
本
代
表
選
手
を
、
声
の
続

く
限
り
応
援
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ク
ガ

ン
バ
レ
　

ニ
ッ
ポ

ン

ク

財
高
岡
市
体
育
協
会
　
理
事
　
勇
崎
　
輝
夫

巻
頭
言
は
こ
れ
ま
で
、
当
協
会

の
会
長
、
副
会
長
に
依
頼
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
高
岡
市
中
学

校
体
育
連
盟
の
能
松
泰
蔵
会
長

に
２０
年
度
、
古
円
岡
市
で
開
催
さ
れ

る
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
一ズ
大
会
の
抱
負
を

中
心
に
巻
頭
文
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員
の
富
山
大
学
の

北
村
教
授
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ス
の
コ
ー
ナ

ー
で
、
技
術
力
向
上
に
意
欲
を
も
っ
て
い
る
指
導

者
向
け
に
一役
果
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
加
盟
団
体
の
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
各
競

技
団
体
、
小
学
校
、
中
学
校
、
古
星
す
学
校
の
各

体
育
連
盟
の
紹
介
が
一巡
し
、
今
回
か
ら
賛
助

団
体
に
移
行
し
本
号
で
は
口
向
岡
市
民
歩
＞〕う

〈
至
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

今
後
と
も
ク
あ
す
リ
ー
と
高
岡
ク
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
皆
様
の
す」意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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